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国

際

海

運

の

脱

炭

素

化

に

向

け

た

橋

渡

し

技

術

と

し

て

船

上

炭

素

回

収

・

貯

留

（

Ｏ

Ｃ

Ｃ

Ｓ

）

シ

ス

テ

ム

へ

の

関

心

が

高

ま

っ

て

い

る

。

こ

れ

は

船

上

で

排

ガ

ス

中

の

二

酸

化

炭

素

（

Ｃ

Ｏ

２

）

を

分

離

回

収

・

貯

留

し

、

港

湾

の

受

入

施

設

で

引

き

渡

し

た

後

に

再

利

用

ま

た

は

貯

留

す

る

こ

と

で

削

減

効

果

を

得

る

技

術

で

あ

る

。

陸

上

の

Ｃ

Ｃ

Ｓ

技

術

を

船

に

適

応

さ

せ

た

も

の

で

あ

り

、

回

収

・

保

管

方

法

は

さ

ま

ざ

ま

で

あ

る

が

、

近

年

の

実

証

実

験

で

は

化

学

吸

収

法

に

よ

る

Ｃ

Ｏ

２

の

分

離

回

収

と

液

化

貯

蔵

方

式

を

採

用

す

る

ケ

ー

ス

が

多

い

。

　

Ｏ

Ｃ

Ｃ

Ｓ

の

普

及

に

は

経

済

性

・

安

全

性

の

確

保

と

環

境

保

全

に

向

け

た

基

準

策

定

が

必

要

だ

。

シ

ス

テ

ム

搭

載

に

よ

り

貨

物

ス

ペ

ー

ス

が

減

る

な

ど

Ｃ

Ｏ

２

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

全

体

で

追

加

費

用

が

か

か

る

た

め

、

経

済

性

の

確

保

に

は

炭

素

価

格

を

設

定

す

る

規

制

の

導

入

が

不

可

欠

と

な

る

。

　

そ

の

よ

う

な

規

制

と

し

て

期

待

さ

れ

る

国

際

海

事

機

関

（

Ｉ

Ｍ

Ｏ

）

中

期

対

策

の

議

論

に

お

い

て

も

Ｏ

Ｃ

Ｃ

Ｓ

に

係

る

基

準

の

検

討

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。

削

減

効

果

の

評

価

方

法

に

つ

い

て

は

、

船

上

で

の

回

収

量

で

は

な

く

受

入

施

設

へ

の

引

き

渡

し

量

を

基

に

算

定

す

る

方

針

が

合

意

さ

れ

て

い

る

も

の

の

、

装

置

の

認

証

方

法

や

運

転

に

伴

う

追

加

エ

ネ

ル

ギ

ー

（

エ

ネ

ル

ギ

ー

ペ

ナ

ル

テ

ィ

）

の

扱

い

、

引

き

渡

し

後

の

削

減

効

果

の

認

証

方

法

な

ど

検

討

す

べ

き

課

題

は

多

い

。

　

特

に

重

要

な

課

題

と

し

て

、

海

洋

投

棄

に

関

す

る

ロ

ン

ド

ン

条

約

お

よ

び

ロ

ン

ド

ン

議

定

書

の

適

用

関

係

が

あ

る

。

ロ

ン

ド

ン

条

約

は

特

定

廃

棄

物

の

海

洋

投

棄

を

規

制

す

る

も

の

。

一

方

、

ロ

ン

ド

ン

議

定

書

は

海

洋

投

棄

を

原

則

禁

止

し

た

上

で

、

例

外

的

に

投

棄

を

検

討

で

き

る

廃

棄

物

を

附

属

書

Ｉ

に

限

定

列

挙

し

、

厳

格

な

条

件

の

下

で

投

棄

を

許

可

す

る

制

度

の

導

入

を

締

約

国

に

義

務

付

け

る

。

海

底

下

の

貯

留

目

的

で

回

収

し

た

Ｃ

Ｏ

２

も

２

０

０

６

年

の

改

正

に

よ

り

附

属

書

Ｉ

の

リ

ス

ト

に

追

加

さ

れ

た

た

め

、

Ｏ

Ｃ

Ｃ

Ｓ

で

回

収

し

た

Ｃ

Ｏ

２

を

海

底

下

に

貯

留

す

る

場

合

、

同

議

定

書

の

許

可

制

度

に

従

っ

た

対

応

が

必

要

と

の

見

方

が

有

力

で

あ

る

。

　

一

方

、

Ｏ

Ｃ

Ｃ

Ｓ

で

回

収

さ

れ

る

Ｃ

Ｏ

２

の

利

用

・

貯

留

は

、

「

船

舶

の

通

常

の

運

用

に

付

随

し

ま

た

は

こ

れ

に

伴

っ

て

生

ず

る

廃

棄

物

の

処

分

」

で

あ

り

、

船

舶

の

主

た

る

目

的

は

あ

く

ま

で

も

貨

物

の

輸

送

で

あ

る

た

め

、

議

定

書

が

規

制

す

る

「

投

棄

」

に

当

た

ら

な

い

と

す

る

見

方

も

あ

る

。

こ

の

た

め

、

条

約

の

適

用

関

係

の

明

確

化

が

必

要

と

な

る

。

　

も

う

一

つ

の

重

要

な

課

題

は

Ｃ

Ｏ

２

純

度

の

管

理

で

あ

る

。

削

減

効

果

の

算

定

や

受

入

施

設

の

ス

ペ

ッ

ク

と

の

整

合

性

を

確

保

す

る

観

点

か

ら

Ｃ

Ｏ

２

純

度

の

測

定

は

必

要

に

な

る

と

の

考

え

は

共

有

さ

れ

て

い

る

も

の

の

、

一

律

の

基

準

値

設

定

は

行

わ

ず

、

利

用

者

が

用

途

と

ス

ペ

ッ

ク

に

応

じ

て

個

別

に

要

求

値

を

指

定

す

る

方

向

で

議

論

が

進

ん

で

い

る

。

　

こ

れ

ら

の

課

題

は

陸

上

で

の

回

収

・

利

用

・

貯

留

（

Ｃ

Ｃ

Ｕ

Ｓ

）

に

伴

う

Ｃ

Ｏ

２

の

越

境

移

動

に

係

る

課

題

と

も

関

連

す

る

。

今

後

、

脱

炭

素

化

技

術

と

し

て

Ｃ

Ｃ

Ｕ

Ｓ

の

普

及

が

見

込

ま

れ

る

中

、

Ｏ

Ｃ

Ｃ

Ｓ

の

基

準

策

定

に

向

け

た

議

論

の

動

向

と

と

も

に

、

Ｃ

Ｏ

２

の

受

入

施

設

な

ど

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

の

整

備

状

況

に

も

注

目

が

集

ま

る

。


